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平
成
19
年
度
の
市
県
民
税
は
、
平
成
18
年

中
の
所
得
金
額
や
控
除
額
に
基
づ
い
て
、
平

成
19
年
6
月
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。�

　
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
、
次
に
該
当
す

る
方
は
、
必
ず
申
告
受
付
期
間
中
に
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。�

��

　
平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
、砺
波
市
に
住
所

が
あ
り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。�

■
事
業
所
得(

営
業
、
農
業
な
ど)

や
不
動
産

　
所
得
（
田
を
す
べ
て
預
け
て
い
る
場
合
を

　
含
む
。
）
が
あ
る
方�

■
一
時
所
得
や
配
当
所
得
等
そ
の
他
の
所
得

　
が
あ
る
方�

■
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
年
末
調
整
を
し

　
た
会
社
以
外
か
ら
の
給
与
収
入
や
そ
の
他

　
の
所
得
が
あ
る
方�

■
土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産
を
売
却
し
た
方�

■
医
療
費
控
除
・
雑
損
控
除
・
寄
付
金
控
除

　
な
ど
を
受
け
た
い
方�

��
＊
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
が
あ
る
方
は

　
収
支
内
訳
書
（
あ
ら
か
じ
め
作
成
の
上
、

　
お
持
ち
く
だ
さ
い
）�

＊
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
受
給

　
し
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

＊
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金
な
ど
の
社

　
会
保
険
料
控
除
証
明
書�

＊
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明
書�

＊
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
　�

＊
印
鑑�

＊
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類�

＊
市
県
民
税
申
告
の
「
お
知
ら
せ
」
の
封
筒

　
が
届
い
た
方
は
、
同
封
の
書
類
を
ご
持
参

　
く
だ
さ
い
。
（
「
お
知
ら
せ
」
は
、
１
月

　
下
旬
に
発
送
の
予
定
で
す
）�

※
た
だ
し
、
次
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

　
れ
た
方
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

　
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

平成19年度市県民税申告書の受付及び
平成18年分の所得税の確定申告相談期間�

2月16日(金)～3月15日(木)�
「自書申告」を推進しています。「申告の
手引き」や「前年の申告書の控え」を参考
に、ご自分で作成し、早めに提出しましょう！
郵送で提出を希望される方は下記住所ま
でお送りください。�

市
県
民
税
申
告�

確
定
申
告�

●税務相談�

税理士無料相談のお知らせ�税理士無料相談のお知らせ�

問合せ�

砺波市役所税務課　　33-1111�
内線111～113�
〒939-1398　砺波市栄町7番3号�

砺波税務署　　33-1073�
〒939-1393　砺波市本町13番19号�

申
告
が
必
要
な
方�

申
告
に
必
要
な
も
の�

申
告
に
必
要
な
も
の�

■
事
業
所
得(

商
工
業
、
農
業
、
自
由
業
な
ど)

　
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
方
で
、
所
得
金
額

　
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

　
る
方�

■
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方�

■
給
与
所
得
が
あ
る
方
で
、
給
与
所
得
や
退

　
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
が
20
万

　
円
を
超
え
る
方�

■
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る

　
方
で
、
主
た
る
給
与
以
外
の
給
与
収
入
と

　
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

　
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方�

※
土
地
や
株
式
等
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
が
あ

　
る
方
及
び
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
ら
れ

　
て
き
た
個
人
事
業
主
の
方
は
、
直
接
税
務

　
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。�

��

　
次
の
方
は
、
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
給
与
や
年
金
な

ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。(

申
告
期
間

以
外
で
も
、
１
月
か
ら
税
務
署
で
還
付
申
告

書
を
受
付
け
て
い
ま
す)�

■
給
与
所
得
者
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、

　
寄
付
金
控
除
、
政
党
等
寄
付
金
特
別
控
除

　
な
ど
が
あ
る
方�

■
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
さ
れ

　
な
か
っ
た
方
で
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な

　
い
方�

■
年
末
調
整
の
際
に
、
各
種
控
除
の
適
用
漏

　
れ
の
あ
っ
た
方�

■
公
的
年
金
の
み
の
所
得
の
方
で
、
医
療
費

　
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
が
あ
る
方�

■
住
宅
の
新
築
、
購
入
、
増
改
築
等
の
た
め

　
に
、
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
さ
れ
た
方(

住

　
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
つ
い
て
は
、
税

　
務
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い)�

��

＊
上
記
の
市
県
民
税
申
告
の
場
合
と
同
様
で

　
す
。�

＊
預
金
通
帳
等
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
わ

　
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
方�

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
！
（
ご
自
宅

の
プ
リ
ン
タ
ー
で
確
定
申
告
書
が
作

成
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
）�

U
R
L
 h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

砺波商工会議所・�
小矢部商工会館・�
福野商工会館�

問合せ　北陸税理士会砺波支部　�
　　　　　0766-68-2485

とき:2月23日(金)　�
　　　午前10:00～�
　　　午後4:00�

場所:

市県民税・�
所得税の申告は�
自分で書いて�
お早めに！�

申
告
が
必
要
な
方�
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収
入
金
額
の
合
計
額
か
ら
、
必
要
経
費
の

合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
が
、
農
業
所
得
の

金
額
に
な
り
ま
す
。�

収
入
金
額
…
販
売
金
額
、
家
事
消
費
金
額
、�

　
　
　
　
　
雑
収
入
等�

必
要
経
費
…
減
価
償
却
費
、
租
税
公
課
、�

　
　
　
　
　
種
苗
費
、
肥
料
費
、
農
具
費
、�

　
　
　
　
　
農
薬
衛
生
費
、
修
繕
費
、�

　
　
　
　
　
動
力
光
熱
費
、
土
地
改
良
費
、�

　
　
　
　
　
雑
費
等�

　会場が混雑するため、次のとおり地区毎に相談日
及び出張会場を設けています。当日都合が悪い方は、
対象地区にかかわらず、期間内の都合の良い日に
お越しください。�

申告相談の日程�

と　　き�

2月23日(金)�

28日(水)�
�

3月  5日(月)�

2月23日(金)�

21日(水)�

20日(火)�

     26日(月)�

20日(火)�

22日(木)�
�

27日(火)�
�

3月  2日(金)�

1日(木)�
�

2日(金)�

6日(火)�

8日(木)�

7日(水)�

9日(金)�

8日(木)�

9日(金)

対象地区�

出　町�

庄　下�

中　野�

五鹿屋�

東野尻�

鷹　栖�

若　林�

林�

高　波�

油　田�

南般若�

柳　瀬�

太　田�

般　若�

東般若�

栴檀野�

栴檀山�

東山見�

�

青　島�

�

雄　神�

種　田�

平成19年度市民交通傷害保険加入�
受付のお知らせ�

平成19年度市民交通傷害保険加入�
受付のお知らせ�

問合せ  生活環境課  　内線143

保 険 期 間 �
�

支払保険金�

加 入 受 付 �

■�
�

■�

■�

平成19年4月1日�
～20年3月31日�

5千円～100万円�

各申告相談会場・生活環境課・管理課�

保険料 1口当り年額480円（1人2口まで）�
＊70歳以上の方は１口目のみ半額になります。�

　
農
地
を
貸
し
付
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

不
動
産
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。�

収
入
金
額
（
小
作
料
等
）
か
ら
、
必
要
経
費

（
農
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
、
土
改
賦
課

金
、
用
水
費
等
）
を
差
し
引
い
た
金
額
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。�

会　　場�

�

�

�

�

�

砺波市役所北別館
１階会議室�

�

�

�

�
�

　�

�
�

般若農業構造�
改善センター�

�

�

庄川生涯学習�
センター�

庄川ふれあい�
センター�（　 　）�

農
業
所
得
は�

「
収
支
計
算
」
に
よ
る
申
告
を
！�

農
業
所
得
の
計
算
方
法
は
？�

農
地
を
す
べ
て
預
け
て
い
る
場
合
は
？�

　
所
得
が
公
的
年
金
の
み
の
方
の
申
告
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。（
申
込
不
要
）�

と
き
■
2
月
8
日（
木
）�

　
　
　
午
後
2
時
〜
午
後
4
時�

場
所
■
庄
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

と
き
■
2
月
9
日（
金
）・
13
日（
火
）・
14
日（
水
）�

　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
・�

　
　
　
午
後
2
時
〜
4
時�

場
所
■
市
役
所
北
別
館
１
階
会
議
室�

　
右
頁
を
参
照
の
上
、申
告
に
必
要
な
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

※
例
年
、申
告
期
限
の
３
月
15
日
間
近
に
な

　
り
ま
す
と
申
告
相
談
者
が
増
え
る
傾
向
に

　
あ
り
ま
す
。
混
雑

　
緩
和
の
た
め
、お

　
早
め
に
申
告
し

　
て
い
た
だ
き
ま

　
す
よ
う
お
願
い

　
し
ま
す
。�

■税率の変更　所得割の税率が一律10％になります。�

■定率減税の廃止�

■水と緑の森づくり税の導入県民税(均等割が課税

　される方)�

■昭和15年1月2日以前に生まれた方のうち前年の合

　計所得金額が125万円以下の方に対する非課税措置が、

　平成18年度から段階的に廃止されています。このた

　め、平成19年度は税額の3分の1が減額となります。�

受付時間�
申告相談会場　�

午前9時～午後４時�
砺波市役所北別館１階会議室�

※駐車場の混雑解消のため、�
　できるだけ公共交通機関をご利用ください。�

確定申告の季節です�
～市県民税・所得税の申告は自分で書いてお早めに！～�

平成19年度市県民税における主な税制改正の�
内容について�（詳しくは広報18年11月号26頁をご覧ください）�

　
農
家
の
方
は
、
「
収
支
計
算
」
に
よ
り
、

農
業
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

「
収
支
内
訳
書
」
に
、
収
入
金
額
及
び
必
要

経
費
を
項
目
ご
と
に
記
入
し
、
申
告
書
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

＊
こ
れ
ま
で
該
当
の
方
に
し
て
お
り
ま
し
た

　
「
大
農
具
等
償
却
資
産
台
帳
」
は
、
今
後

　
作
成
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

　
昨
年
の
「
収
支
内
訳
書
控
」
を
参
考
に
作

　
成
し
て
く
だ
さ
い
。�

＊
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
が
作

　
成
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
が
、

　
砺
波
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。�
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１２月定例会�５日　本　会　議�
　　　　開会、会期の決定�
　　　　決算の認定について�
　　　　委員長報告、質議、討論、採決　�
　　　　市長提案理由説明�
　　　　議案説明�
12日　本　会　議　　　　�
　　　　代表質問、一般質問�
13日　本　会　議�
　　　　一般質問、質疑�
　　　　議案の委員会付託�
14日　産業建設常任委員会�
15日　民生文教常任委員会�
18日　総務病院常任委員会�
20日　本　会　議�
　　　　委員長報告、質疑 、討論、�
　　　　議案の採決�
　　　　追加議案提案、説明、採決�
　　　　閉会�

12月定例会の動き�

12月定例会は５日から２0日にかけ、16日間の会期で行われました。�

市政のここが聞きたい�!市政のここが聞きたい�!!!
　12日、13日の両日、代表質問は池田守正（平成自民会）、飯田修平
（となみ同志会）一般質問は井上五三男、稲垣　修、嶋村信之、福
島洋一、岡本晃一、山森文夫、瘧師富士夫、大楠匡子、村岡修一、
今藤久之、前田喜代志、の各議員の順に行われました。�
　その質疑・答弁の中から掲載いたします。�

���

池
田
議
員
　
三
位
一
体
改
革
に
よ

る
税
源
移
譲
と
新
砺
波
市
総
合
計
画

を
ベ
ー
ス
と
し
た
対
応
に
つ
い
て�

安
念
市
長
　
地
方
の
都
市
に
と
り
、

法
人
市
民
税
は
回
復
の
兆
し
が
あ

る
も
の
の
、
税
の
主
体
で
あ
る
個

人
市
民
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。�

　
国
は
財
政
収
支
の
黒
字
化
に
向

け
て
、
交
付
税
の
削
減
を
始
め
と

す
る
歳
出
の
抑
制
を
強
力
に
推
し

進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
る
市
町
村
財
政
へ
の
影
響
も
危

惧
さ
れ
て
い
る
。�

　
こ
の
よ
う
に
財
源
的
に
は
非
常

に
厳
し
い
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
作
り
上
げ
た
新
砺
波
市
総

合
計
画
を
ベ
ー
ス
に
、
知
恵
を
絞

っ
て
予
算
編
成
に
あ
た
る
。�

　
新
砺
波
市
総
合
計
画
の
中
で
、

投
資
的
事
業
で
は
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
た
東
部
小
学
校
増
改
築

事
業
及
び
北
部
地
区
総
合
福
祉
施

設
は
平
成
19
年
度
の
完
成
を
め
ざ

し
、
区
画
整
理
事
業
や
道
路
事
業

も
進
め
、
中
神
地
区
区
画
整
理
事

業
の
組
合
施
工
も
本
格
化
す
る
予

定
で
あ
る
。�

　
政
策
的
事
業
で
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
安
全
で
安
心

な
教
育
環
境
づ
く
り
や
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。�

　
未
就
学
児
の
総
合
的
な
対
策
を

進
め
る
た
め
の
「
こ
ど
も
課（
仮
称
）」

の
新
設
や
、在
宅
の
要
支
援
者
を

地
域
ぐ
る
み
で
見
守
る
地
域
総
合

福
祉
活
動
な
ど
を
実
施
し
た
い
。�

����

池
田
議
員
　
耐
震
化
優
先
度
調
査

結
果
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て�

安
念
市
長
　
耐
震
化
優
先
度
調
査

は
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
し
た

学
校
施
設
の
耐
震
性
能
を
診
断
し
、

ど
の
程
度
耐
震
補
強
工
事
を
す
れ

ば
耐
震
基
準
に
合
致
す
る
か
調
査

し
、
改
築
工
事
に
際
し
、
構
造
上

危
険
な
状
態
に
あ
る
建
物
を
判
定

す
る
調
査
で
あ
る
。�

　
平
成
17
年
度
ま
で
に
「
耐
震
化

優
先
度
調
査
」
が
必
要
な
小
学
校

４
校
（
庄
南
小
・
砺
波
北
部
小
・

庄
東
小
・
庄
川
小
）
中
学
校
３
校

（
般
若
中
・
出
町
中
・
庄
川
中
）

で
調
査
が
終
了
し
た
。�

　
今
後
、
庄
川
中
で
は
平
成
19
年

度
で
、
耐
震
診
断
と
実
施
設
計
、

20
年
度
に
改
修
工
事
を
施
工
、
般

若
中
で
は
20
年
度
で
実
施
設
計
、

21
・
22
年
度
で
改
修
工
事
を
施
工
、

出
町
中
で
は
22
年
度
で
耐
力
度
調

査
、
23
年
度
で
実
施
設
計
、
24
年

度
か
ら
の
改
築
工
事
を
検
討
、
砺

波
北
部
小
で
は
23
年
度
で
耐
力
度

調
査
、
23
年
度
以
降
設
計
改
築
工

事
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。�

����

飯
田
議
員
　
新
砺
波
市
総
合
計
画

の
推
進
の
た
め
の
予
算
対
応
に
つ

い
て�

安
念
市
長
　
単
な
る
予
算
の
削
減

を
目
標
と
す
る
一
律
的
な
シ
ー
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
の
で
な
く
、
実

施
中
の
事
業
の
行
政
効
果
を
評
価

し
、
真
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
か

ど
う
か
再
検
討
を
行
う
。
ま
た
費

用
対
効
果
を
検
証
す
る
な
ど
、
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
強

力
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
無
駄
を

省
き
、
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
。

合
併
後
平
成
17
年
度
・
18
年
度
は

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、

投
資
的
経
費
が
増
加
し
た
が
、
庄

川
健
康
プ
ラ
ザ
が
完
成
し
19
年
度

は
あ
る
程
度
縮
減
が
見
込
ま
れ
る
。�

　
福
祉
部
門
で
は
、
国
・
県
で
医

療
制
度
の
改
正
や
補
助
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
市
町
村
に
と
っ

て
難
し
い
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。�

　
国
や
県
が
面
倒
を
見
な
い
と
き

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る

福
祉
施
策
や
子
育
て
支
援
施
策
に

つ
い
て
、
市
町
村
が
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。�

�

市政のここが聞きたい�!!

�

�

代
　
表
　
質
　
問�

新
年
度
の�

　
　
　
予
算
編
成
方
針
は�

�

新
年
度
の�

　
　
　
予
算
編
成
方
針
は�

�

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
等
の�

　
　
改
修
計
画
に
つ
い
て�

��

�
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飯
田
議
員
　
「
砺
波
市
森
づ
く
り

プ
ラ
ン
」
の
策
定
の
背
景
と
手
法

に
つ
い
て�

藤
森
助
役
　
本
市
の
全
面
積
の
27

％
が
森
林
で
、
そ
の
う
ち
天
然
林

47
％
、
人
工
林
46
％
（
そ
の
他
竹

林
等
）
で
あ
る
。�

　
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、少

子
高
齢
化
が
進
み
、林
業
農
家
数

も
平
成
２
年
よ
り
12
年
ま
で
２
９

０
戸
減
少
し
て
お
り
、
山
も
荒
れ

て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
県
で
は
新

た
に
「
富
山
県
森
づ
く
り
条
例
」

を
平
成
18
年
６
月
に
制
定
し
、
「
富

山
県
森
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
県
民
と
県
・
市
町
村
の
連
携

で
森
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て

お
り
、
市
で
も
「
砺
波
市
森
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
。�

　
策
定
手
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
砺

波
市
森
林
整
備
計
画
と
庄
川
町
森

林
整
備
計
画
に
基
本
的
事
項
を
加

え
る
も
の
で
、
26
年
度
を
計
画
目�

標
年
度
と
し
て
い
る
。�

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
砺
波

森
林
整
備
策
定
協
同
会
議
」
を
18

年
10
月
に
立
ち
上
げ
、
11
月
現
地

視
察
を
行
っ
た
。
今
後
は
般
若
・

栴
檀
野
・
栴
檀
山
・
雄
神
・
東
山

見
地
区
へ
出
向
き
趣
旨
説
明
と
意

識
調
査
を
行
い
、
19
年
３
月
下
旬

ま
で
に
取
り
ま
と
め
県
へ
報
告
し

た
い
。�

�������

井
上
議
員
　
ま
ち
づ
く
り
三
法
に

関
連
し
た
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

を
呼
び
戻
す
施
策
に
つ
い
て�

安
念
市
長
　
現
在
、
規
制
緩
和
し

た
も
の
を
も
う
一
度
規
制
し
よ
う

と
い
う
所
へ
動
い
て
い
る
。
規
制

緩
和
を
放
置
す
る
と
町
内
会
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
な
く
な
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
※

コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
が
提

唱
さ
れ
て
い
る
。�

　
本
市
で
も
中
心
市
街
地
に
あ
る

総
合
病
院
の
改
築
を
現
地
で
行
い
、

健
康
セ
ン
タ
ー
を
病
院
内
に
併
設
、

さ
ら
に
西
町
か
ら
広
上
町
へ
の
都

市
計
画
道
路
や
出
町
け
や
き
公
園

も
整
備
し
た
。
出
町
市
街
地
の
東

部
で
区
画
整
理
事
業
に
着
手
し
、

保
留
地
に
は
「
出
町
子
供
歌
舞
伎

曳
山
会
館
（
仮
称
）
」
建
設
を
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
進
め
て
い

る
。�

　
さ
ら
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園

と
中
心
市
街
地
を
最
短
で
結
び
観

光
客
が
回
遊
で
き
る
都
市
計
画
道

路
杉
木
花
園
町
線
の
整
備
も
行
い
、

狭
い
歩
道
の
拡
幅
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
な
ど
中
心
市
街
地
内
の
公
共

施
設
整
備
改
善
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
整
備
を
一
体
的
に
行
う

こ
と
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
う
。�

���

稲
垣
議
員
　
フ
ェ
ア
の
具
体
的
内

容
と
新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て�

商
工
農
林
部
長
　
２
０
０
７
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
の
テ
ー
マ
は
「
花
・

水
・
散
居
村
」
と
し
、
会
期
は
４

月
20
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
17

日
間
で
、
目
標
入
場
者
数
は
30
万

人
と
し
、
来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
提
言
を
参
考
に
花
の
グ
レ
ー
ド

や
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
た
い
。�

　
宣
伝
活
動
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ

ラ
シ
の
配
布
に
加
え
、
フ
ェ
ア
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
、
関
東
・
関
西
・

中
京
地
区
を
中
心
に
全
国
の
旅
行

代
理
店
な
ど
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。�

　
花
に
つ
い
て
は
国
内
最
多
の

４
５
０
品
種
、
１
０
０
万
本
の
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
を
準
備
、
会
場
の
花

壇
に
は
新
た
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と

ア
イ
リ
ス
、
ア
ネ
モ
ネ
等
の
混
植

花
壇
を
設
け
、
ス
イ
セ
ン
等
も
２

万
５
千
本
増
や
し
て
い
る
。
開
幕

当
初
の
花
の
確
保
に
３
万
２
千
本

の
箱
植
え
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
準
備

し
て
い
る
。�

　
ま
た
、
花
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

「
夢
の
平
ス
イ
セ
ン
畑
」
を
紹
介

し
、
さ
ら
に
平
成
18
年
６
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
新
た
に
会
場
に
加
え
、
会
期

を
通
し
て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
連
携

さ
せ
、
砺
波
地
方
の
伝
統
文
化
を

紹
介
す
る
。�

���

嶋
村
議
員
　
新
設
さ
れ
る
「
こ
ど

も
課（
仮
称
）」
の
業
務
内
容
、
社

会
福
祉
諸
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て�安
念
市
長
　
来
年
度
か
ら
新
設
を

予
定
し
て
お
り
、
①
子
育
て
支
援

に
関
す
る
窓
口
の
一
本
化
②
幼
稚

園
・
保
育
所
の
連
携
と
将
来
計
画

の
検
討
を
目
的
に
設
置
す
る
。�

　
所
管
部
署
は
、
幼
・
保
・
小
の

連
携
を
密
に
す
る
た
め
教
育
委
員

会
の
所
管
と
す
る
が
、
設
置
場
所

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
便
を
考

慮
し
、
社
会
福
祉
課
・
市
民
課
の

連
携
を
図
れ
る
現
在
の
「
市
民
サ

ロ
ン
」
を
考
え
て
い
る
。�

　
具
体
的
な
業
務
内
容
は
、
現
在

の
高
齢
児
童
課
で
行
っ
て
い
る
「
子

育
て
支
援
業
務
」
や
「
保
育
所
業

務
」、
教
育
総
務
課
が
行
っ
て
い

る
「
幼
稚
園
業
務
」、
生
涯
学
習

課
で
行
っ
て
い
る
「
未
就
学
児
を

対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
業
務
」、

学
校
建
設
室
で
行
っ
て
い
る
「
幼
・

保
・
小
の
就
学
相
談
業
務
」
を
加

え
た
内
容
で
検
討
し
て
い
る
。�

　�
��

福
島
議
員
　
支
援
対
象
と
な
る
農

家
・
農
地
の
見
込
み
に
つ
い
て�

商
工
農
林
部
長
　
平
成
19
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
る
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
に
つ
い
て
、
18
年
６
月

か
ら
、
砺
波
市
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
を
中
心
に
、
加
入
申

請
へ
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
。�

　
こ
の
結
果
、
砺
波
市
で
は
認
定

農
業
者
13
名
と
集
落
組
織
５
組
織

の
合
計
18
経
営
体
が
申
請
を
行
い
、

大
麦
種
子
を
除
く
ほ
ぼ
１
０
０
％

の
１
３
３
ha
が
対
象
と
な
っ
た
。�

　
ま
た
、
大
多
数
を
占
め
る
米
・

大
豆
の
加
入
申
請
が
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
加
入
要
件
の
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。�

　
平
成
18
年
11
月
末
時
点
の
対
象

者
に
つ
い
て
は
、
認
定
農
業
者
及

び
集
落
営
農
組
織
等
を
含
め
、
約

１
８
０
経
営
体
、
農
地
面
積
の
約

60
％
が
対
象
と
な
る
。�
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�
砺波市の森林�

※コンパクトシティとは、市街地の郊外への拡散を抑制し、まちの機能を中心市街地に集中させる都市形態のこと。�

中
心
市
街
地
の�

　
　
　
活
性
化
に
つ
い
て�

�

２
０
０
７
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ�

　
　
　
フ
ェ
ア
に
つ
い
て�

�

「
こ
ど
も
課（
仮
称
）」�

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て�

�

品
目
横
断
的
経
営�

　
　
安
定
対
策
に
つ
い
て�

�

�

� 森
林
整
備
事
業
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　�

一
　
般
　
質
　
問�
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岡
本
議
員
　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
運
営
方
針
に
つ
い
て�

安
念
市
長
　
広
域
圏
事
務
組
合
に

お
い
て
、
砺
波
医
師
会
、
南
砺
市

医
師
会
、
行
政
の
各
代
表
等
で
、

開
設
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
順
次

進
め
ら
れ
て
い
る
。�

　
砺
波
市
、
南
砺
市
の
両
医
師
会

は
前
向
き
で
あ
り
、
平
成
19
年
４

月
に
小
児
急
患
セ
ン
タ
ー
近
く
に

開
設
し
た
い
。�

������������

　
な
お
、
救
急
対
応
に
つ
い
て
は

二
次
、
三
次
医
療
体
制
を
紹
介
し

て
、
総
合
病
院
に
は
そ
れ
を
受
け

て
も
ら
い
、
従
来
の
在
宅
当
番
医

制
な
ど
を
兼
ね
備
え
た
形
で
の
運

営
を
し
て
い
き
た
い
。�

　
ま
た
、
新
し
い
急
患
セ
ン
タ
ー

へ
の
利
用
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も
、

小
児
急
患
セ
ン
タ
ー
利
用
者
か
ら

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
わ
か
り
や

す
く
利
便
性
の
あ
る
も
の
と
し
て

整
備
し
て
い
き
た
い
。�

����

山
森
議
員
　
教
育
基
本
法
改
正
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
の
指
針
と
「
い

じ
め
」
対
策
に
つ
い
て�

堀
田
教
育
長
　
「
新
砺
波
市
総
合

計
画
」
の
基
本
構
想
の
目
標
″「
人
」

と
「
心
」
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
〃

に
示
し
て
い
る
『
個
性
を
伸
ば
し

豊
か
な
感
性
を
育
む
教
育
の
充
実
』

『
人
間
力
を
高
め
る
人
づ
く
り
の

推
進
』
を
指
針
と
し
て
い
る
。�

　
今
日
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
『
家
庭
教
育
に
お
い
て
、
幼
児

期
か
ら
の
親
育
ち
、
核
家
族
へ
の

子
育
て
支
援
』
『
学
校
教
育
に
お

け
る
教
職
員
の
資
質
の
向
上
、
使

命
感
と
誠
意
・
情
熱
、
社
会
人
と

し
て
の
充
実
、
教
育
指
導
内
容
の

研
修
』
が
特
に
重
要
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
「
国
と
郷
土
を
愛
す
る

態
度
の
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
教

育
セ
ン
タ
ー
で
編
纂
し
た
社
会
科

副
読
本
を
授
業
で
使
用
し
、
知
識

の
定
着
を
図
り
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
実
体
験
に
よ
り
身
体
で

覚
え
た
知
識
と
し
て
、
郷
土
を
愛

す
る
心
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
。�

　
い
じ
め
対
策
と
し
て
は
10
月
に

児
童
、
生
徒
の
い
じ
め
や
孤
立
化

等
の
実
態
把
握
と
指
導
の
対
応
の

と
り
ま
と
め
を
指
示
し
、
さ
ら
に

11
月
に
、
い
じ
め
防
止
の
取
り
組

み
を
各
学
校
か
ら
保
護
者
に
対
し

て
お
願
い
し
た
。�

　
「
人
を
い
じ
め
る
こ
と
は
、
自

分
で
自
分
を
駄
目
に
す
る
こ
と
で

あ
る
」
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
心
に
丹
念
に
刻
む
教
育

を
各
学
校
で
実
践
し
て
い
る
。�

����

瘧
師
議
員
　
対
策
の
将
来
展
望
と

事
業
規
模
等
の
見
込
み
に
つ
い
て�

安
念
市
長
　
砺
波
地
方
で
行
わ
れ

て
い
る
江
浚
い
等
は
全
国
的
に
は

３
割
し
か
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
農

村
の
環
境
保
全
の
た
め
に
今
回
、

国
で
広
く
こ
の
施
策
を
推
奨
さ
れ

た
。�

　
各
地
区
に
お
い
て
事
業
計
画
書

を
作
成
し
、
補
助
金
交
付
を
受
け

て
、
ぜ
ひ
こ
の
素
晴
ら
し
い
田
園

空
間
・
環
境
を
守
り
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
。�

商
工
農
林
部
長
　
事
業
規
模
等
の

見
込
み
は
、
共
同
活
動
の
支
援
に

つ
い
て
は
46
組
織
・
予
算
規
模
で

約
２
、
２
８
９
万
円
・
市
農
業
振

興
地
域
面
積
の
４
５
・
５
％
で
、

営
農
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
11

組
織
・
予
算
規
模
で
約
５
２
５
万

円
・
市
農
業
振
興
地
域
面
積
の
７
・

６
％
の
要
望
が
あ
っ
た
。
今
後
は

要
望
地
区
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
、
書
類
の
作
成
、
活
動
計
画

の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
行

う
。�

����

大
楠
議
員
　
心
を
育
て
る
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
に
つ
い
て�

堀
田
教
育
長
　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
（
乳
幼
児
に
対
す
る
読
み
聞

か
せ
配
本
事
業
）
は
全
国
的
に
も

広
が
り
、
県
内
で
は
高
岡
市
、
魚

津
市
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
。�

　
現
在
、市
内
で
行
わ
れ
て
い
る

読
書
教
育
活
動
に
は
、平
成
18
年

11
月
に
県
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
た

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
め

ば
え
の
会
」の
協
力
を
得
て
、図
書

館
で
過
去
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て

開
催
し
て
い
る
お
話
の
会
が
あ
る
。�

　
庄
川
図
書
館
で
も
同
じ
趣
旨
の

会
「
お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト
」
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
幼
稚
園
や
保
育
所
へ
出

か
け
て
、
出
前
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
の

活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。�

　
乳
幼
児
に
対
す
る
読
み
聞
か
せ

配
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
、

生
涯
学
習
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
連

携
協
力
の
も
と
に
、
方
法
、
実
施

場
所
、
関
係
者
の
役
割
分
担
な
ど

を
研
究
し
て
、
具
体
化
に
向
け
て

努
力
を
し
た
い
。�

����

村
岡
議
員
　
庄
東
地
区
か
ら
の
運

行
に
つ
い
て�

安
念
市
長
　
現
在
、
公
共
交
通
不

在
地
区
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
な
ど
も
い
く
つ
か
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
が
、
市
内
全
域
を
網
羅

す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。�

　
三
谷
・
雄
神
地
区
に
は
健
康
プ

ラ
ザ
と
地
区
を
結
ぶ
ふ
れ
あ
い
バ

ス
を
運
行
し
て
お
り
、
庄
東
地
区

で
は
市
営
バ
ス
東
般
若
線
も
し
く

は
栴
檀
山
線
と
庄
川
線
の
併
用
に

よ
り
健
康
プ
ラ
ザ
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
市
営
バ

ス
の
場
合
、
乗
り
継
ぎ
等
で
不
便

を
お
か
け
す
る
が
60
歳
以
上
の
方

や
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
と
し
た
、
優
遇
パ
ス
乗
車
券

も
あ
る
。
ま
た
、
10
人
以
上
の
場

合
は
送
迎
バ
ス
も
利
用
で
き
る
。�

�������

�����

�
 健康センター　　　  小児急患センター�
�

健康プラザ前を走る「ふれあいバス」�

ざ
ら�

急
患
セ
ン
タ
ー
の�

　
　
　
　
設
置
に
つ
い
て�

�

よ
り
良
い
教
育
土
壌
の�

　
　
　
　
醸
成
に
つ
い
て�

��

農
地･

水
・
環
境
保
全�

　
　
向
上
対
策
に
つ
い
て�

��

庄
川
健
康
プ
ラ
ザ
へ
の�

市
営
バ
ス
運
行
に
つ
い
て�

児
童
・
生
徒
の�

　
　
健
全
育
成
に
つ
い
て�

�

6
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今
藤
議
員
　
現
状
と
市
の
見
解
に

つ
い
て�

安
念
市
長
　
高
岡
市
に
対
し
て
当

市
は
、
一
貫
し
て
平
成
13
年
９
月

14
日
付
７
項
目
の
確
約
書
及
び
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
関
係

地
区
住
民
に
対
し
て
充
分
に
話
し

合
い
を
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
求

め
て
き
た
。�

　
平
成
18
年
12
月
６
日
に
高
岡
市

長
が
来
市
さ
れ
「
着
工
は
し
な
い

が
、
入
札
手
続
き
に
入
り
た
い
。」

と
申
し
入
れ
さ
れ
た
際
に
、
「
確

約
書
が
あ
る
以
上
、
お
互
い
の
信

頼
関
係
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
こ
と
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
。」
と
申
し
上
げ
た
。�

　
さ
ら
に
、
12
月
７
日
付
の
新
聞

発
表
を
見
て
「
確
約
書
の
第
１
項

を
守
ら
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

ぜ
ひ
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」と

正
式
に
公
文
書
を
出
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
柳
瀬
地
区
の
皆
さ
ん
と
連

携
を
し
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た

い
。�

���

前
田
議
員
　
県
産
材
の
活
用
計
画

に
つ
い
て�

安
念
市
長
　
当
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
栴
檀
野
地
区
や
若
林
地
区
体
育

館
に
は
木
材
を
活
用
し
た
。�

 

ま
た
、
県
の
地
域
材
の
振
興
対

策
と
し
て
、
県
産
材
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
設
置
や
、
木
造
住
宅
へ
の
利
用

促
進
を
図
る
こ
と
、
木
材
生
産
設

備
導
入
の
助
成
、
運
転
資
金
等
の

低
利
融
資
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る

の
で
材
木
店
の
方
に
は
が
ん
ば
っ

て
も
ら
い
た
い
。�

　
県
産
材
の
活
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
そ
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
て

お
り
、
県
の
方
針
を
見
な
が
ら
今

回
策
定
す
る
「
砺
波
市
森
づ
く
り

プ
ラ
ン
」
に
も
盛
り
込
ん
で
い
き

た
い
。�

���������

　
上
水
道
の
漏
水
調
査
業
務
委
託

等
に
つ
い
て
債
務
負
担
行
為
ま
で

し
て
行
う
業
務
な
の
か
問
う
。�

　
漏
水
の
早
期
発
見
・
防
止
が
可

能
と
な
り
、
有
収
率
の
向
上
や
原

水
に
係
る
費
用
の
節
減
が
期
待
で

き
、
平
成
15
年
度
の
漏
水
調
査
業

務
に
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
入
札

を
導
入
し
た
結
果
、
大
幅
な
経
費

節
減
に
つ
な
が
っ
た
実
績
な
ど
に

よ
る
。�

　
補
正
予
算
案
に
研
究
調
査
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
北
陸
自
動
車
道

新
イ
ン
タ
ー
の
今
後
の
日
程
に
つ

い
て
問
う
。�

　
平
成
２
年
頃
、
高
岡
市
で
「
開

発
型
イ
ン
タ
ー
」
と
し
て
調
査
さ

れ
て
い
た
が
、
今
回
は
、
砺
波
市
、

高
岡
市
の
両
市
で
話
し
合
い
を
し
、

「
地
域
活
性
化
型
イ
ン
タ
ー
」
と

し
て
研
究
を
進
め
る
。�

　
今
後
、
業
者
の
選
定
を
行
い
、

庄
川
左
岸
の
地
形
の
把
握
、
高
岡
・

庄
川
線
等
関
連
道
路
の
交
通
量
の

調
査
、
将
来
の
交
通
量
の
予
測
、

費
用
対
効
果
等
を
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
。�
����

　
砺
波
市
重
度
心
身
障
害
者
等
医

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
改
正
に

よ
っ
て
、
影
響
を
受
け
る
対
象
は

ど
の
程
度
見
込
ま
れ
る
の
か
問
う
。�

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
一
定
の
所

得
の
あ
る
中
度
障
害
者
は
３
割
負

担
に
な
る
が
、中
度
障
害
者
２
７
０

名
程
度
の
内
、
負
担
増
の
対
象
と

な
る
の
は
13
名
程
度
と
思
わ
れ
る
。

医
療
費
の
影
響
額
に
つ
い
て
は
、

医
療
行
為
の
内
容
も
あ
り
、
推
定

が
困
難
で
あ
る
。�

　
ま
た
、今
後
も
引
き
続
き
、患
者

負
担
を
伴
わ
な
い
重
度
障
害
者
の

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、５
０
０

名
程
度
見
込
ま
れ
る
。�

　
出
町
小
学
校
教
室
改
修
工
事
に

つ
い
て
１
ク
ラ
ス
増
に
な
る
も
の

で
あ
る
が
、
新
築
し
て
か
ら
日
も

た
っ
て
い
な
い
。
建
設
時
に
予
測

で
き
な
か
っ
た
の
か
問
う
。�

　
建
設
時
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
児
童

数
増
加
の
予
測
は
困
難
で
あ
っ
た

が
、
今
回
は
、
児
童
数
の
増
加
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
設
け
て
あ
っ

た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

改
修
工
事
を
行
う
。
今
後
増
加
し

た
場
合
で
も
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
部
分
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。�

����

　
一
般
会
計
及
び
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
の
主
な
債
務
負
担
行
為

の
内
容
と
複
数
年
契
約
の
法
的
根

拠
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
問

う
。�

　
一
般
会
計
の
施
設
保
守
管
理
等

業
務
委
託
の
４
億
８
千
６
百
万
円

余
り
の
主
な
内
容
は
、
清
掃
業
務

に
１
千
９
百
万
円
、
警
備
保
障
業

務
１
千
３
百
万
円
、
市
営
バ
ス
業

務
に
４
千
百
万
円
、
一
般
廃
棄
物

処
理
業
務
に
９
千
３
百
万
円
、
斎

場
管
理
運
営
業
務
に
１
千
７
百
万

円
、
公
害
防
止
測
定
業
務
に
１
千

２
百
万
円
、
新
総
合
行
政
シ
ス
テ

ム
リ
ー
ス
に
６
千
万
円
で
あ
る
。�

　
ま
た
、
病
院
事
業
会
計
に
お
け

る
３
年
の
複
数
年
契
約
は
、
本
年

４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
『
砺

波
市 
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る

条
例
』
に
基
づ
き
執
行
す
る
も
の

で
あ
る
。
今
回
の
債
務
負
担
行
為

の
う
ち
、
医
療
機
器
等
に
係
る
賃

借
料
２
千
万
円
余
り
の
内
容
は
、

備
品
の
リ
ー
ス
契
約
１
件
で
あ
り
、

施
設
保
守
管
理
等
業
務
委
託
料
５

億
２
千
６
百
万
円
余
り
の
内
容
は
、

消
防
設
備
点
検
業
務
、
院
内
の
清

掃
業
務
、
設
備
運
転
管
理
及
び
定

期
点
検
業
務
、
樹
木
管
理
業
務
の

４
件
で
あ
る
。�

　
短
期
契
約
で
は
専
門
的
な
人
材

確
保
が
難
し
い
こ
と
や
投
資
コ
ス

ト
の
短
期
回
収
を
必
要
と
す
る
が
、

長
期
契
約
に
な
る
こ
と
で
解
消
し
、

安
価
で
安
定
的
な
供
給
が
確
保
で

き
る
こ
と
が
複
数
年
契
約
の
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
。�

����

　
市
税
の
不
能
欠
損
処
理
の
状
況

と
そ
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
、
平

成
19
年
度
か
ら
実
施
の
税
源
移
譲

後
の
市
税
の
収
納
率
ア
ッ
プ
対
策

に
つ
い
て
問
う
。�

　
市
税
の
不
能
欠
損
は
、
平
成
18

年
３
月
末
で
は
市
税
２
千
２
百
十

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
処
理

は
、
地
方
自
治
法
、
地
方
財
政
法
、

地
方
税
法
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い

る
。�

　
税
源
移
譲
に
よ
り
市
民
税
は
所

得
の
少
な
い
層
か
ら
集
め
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
収
納
率
が
下
が
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、�

産
業
建
設
常
任
委
員
会�

（
12
月
14
日
）�

民
生
文
教
常
任
委
員
会�

（
12
月
15
日
）�

総
務
病
院
常
任
委
員
会�

（
12
月
18
日
）�

決
算
特
別
委
員
会�

（
10
月
27
日
〜
11
月
2
日
）�

県
産
材
の
使
用
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　�

高
岡
市�

総
合
斎
場
問
題
に
つ
い
て�

�
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今
年
度
か
ら
徴
収
嘱
託
員
を
配
置

し
て
滞
納
整
理
に
力
を
入
れ
る
一

方
、
口
座
振
替
の
奨
励
、
国
保
税

の
納
付
回
数
の
増
な
ど
納
税
者
が

納
め
や
す
い
環
境
を
整
え
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
。�

　
家
庭
児
童
相
談
員
へ
の
年
間
の

相
談
件
数
や
主
任
児
童
委
員
と
の

役
割
分
担
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
児

童
虐
待
や
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応

と
情
報
把
握
に
つ
い
て
問
う
。�

　
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い

る
。
主
任
児
童
委
員
は
地
域
か
ら

の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
家
庭
児

童
相
談
員
は
主
に
保
育
所
、
幼
稚

園
、
小
学
校
へ
出
向
き
相
談
を
受

け
て
い
る
。�

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
平
成

17
年
度
で
は
８
件
報
告
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
、

家
庭
児
童
相
談
員
、
幼
稚
園
・
保

育
所
関
係
者
、
民
生
児
童
委
員
等

の
関
係
者
で
検
討
会
議
を
開
き
対

応
し
て
い
る
。�

　
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
民
生
委
員
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
の
情
報
を
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
把
握

し
た
う
え
で
家
庭
訪
問
を
し
て
対

応
し
て
い
る
。�

���� 

【
予
　
算
】�

○
平
成
18
年
度
砺
波
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）�

○
平
成
18
年
度
砺
波
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
　
　�

○
平
成
18
年
度
砺
波
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）�

○
平
成
18
年
度
砺
波
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）�

○
平
成
18
年
度
砺
波
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）�

 

【
条
例
・
規
約
】�

○
砺
波
市
重
度
心
身
障
害
者
等
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て�

○
砺
波
市
営
バ
ス
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て�

○
砺
波
市
庄
川
水
記
念
公
園
施
設

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

【
そ
の
他
】�

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て�

○
富
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
置
に
つ
い
て�

　
　
　
〈
以
上
全
会
一
致
可
決
〉�

 

【
報
　
告
】�

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
承
認
〉�

 

【
人
　
事
】�

○
砺
波
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
　
〈
同
　
意
〉�

　
　
　
　
　
　
　
林
　
清
納
　
氏�

○
砺
波
市
公
平
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
　
〈
同
　
意
〉�

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
政
樹
　
氏�

�

�����

★
総
務
病
院
常
任
委
員
会
★�

　
　
　
　
　
　
10
月
23
日
〜
25
日�

�

東
京
都
青
梅
市�

　
青
梅
市
立
総
合
病
院
は
、
中
核

病
院
と
し
て
、
急
性
期
医
療
と
、

高
度
医
療
を
め
ざ
し
全
診
療
科
に

専
門
医
を
配
置
し
、
先
進
医
療
機

器
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定

を
受
け
、
主
に
二
次
・
三
次
救
急

に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

16
年
か
ら
は
地
方
公
営
企
業
法
の

「
全
部
適
用
」
に
移
行
し
、
そ
の

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。�

　
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
診
断
」
に
つ
い
て
は
、

高
価
な
機
器
を
購
入
し
、
専
門
医

師
を
は
じ
め
４
人
体
制
で
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
が
ん
検
査
の
ひ
と

つ
の
方
法
で
、
が
ん
転
移
の
確
認

に
は
利
用
で
き
る
が
万
能
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
が
ん
の
拠
点
病

院
で
あ
る
た
め
設
置
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
保
険
適
用
が
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
利
用
者
は
あ
ま
り
増
え
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。�

神
奈
川
県
厚
木
市�

　
厚
木
市
の
新
た
な
「
人
事
評
価

制
度
」
の
導
入
は
平
成
15
年
４
月

か
ら
で
あ
る
。
導
入
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
が
、
こ
の
地
方
自

治
・
新
時
代
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
、
柔
軟
か
つ
弾
力
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
自
治
力

を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
職
員
の
資
質
の

い
っ
そ
う
の
向
上
を
図
り
、
そ
の

可
能
性
・
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

①
勤
勉
手
当
の
成
績
率
の
適
正
な

運
用
の
実
施
②
勤
務
成
績
証
明
の

適
正
な
実
施
③
人
材
育
成
④
職
員

の
能
力
向
上
⑤
公
務
員
制
度
改
革

の
先
取
り
と
い
う
５
点
に
対
応
す

る
た
め
で
あ
る
。
新
制
度
の
導
入

に
よ
り
職
員
の
意
欲
向
上
、
組
織

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
等
い
く
つ

か
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
今

後
の
課
題
も
見
え
て
き
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。�

岐
阜
県
岐
阜
市�

　
岐
阜
市
で
は
、
平
成
18
年
９
月

か
ら
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に

伴
い
、
公
共
工
事
の
品
質
を
確
保

す
る
た
め
、
入
札
・
契
約
分
野
に

お
い
て
、
従
来
の
「
価
格
競
争
」

か
ら
「
価
格
と
品
質
で
総
合
的
に

優
れ
た
調
達
」
へ
の
転
換
を
め
ざ

し
て
、
「
総
合
評
価
落
札
方
式
」

を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。�

　
ま
だ
実
例
が
無
く
、
平
成
18
年

11
月
か
ら
順
次
導
入
を
予
定
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
実
績

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。�

�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

★
民
生
文
教
常
任
委
員
会
★�

　
　
　
　
　
　
８
月
22
日
〜
24
日�

�

東
京
都
千
代
田
区�

　
千
代
田
区
は
定
住
人
口
の
回
復

を
図
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
人
の
住
む
ま
ち
・
住

め
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
基
本
計
画

に
沿
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
、
次

世
代
育
成
の
観
点
か
ら
平
成
17
年

３
月
「
千
代
田
区
子
育
て
施
設
の

財
源
確
保
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
て
い
る
。�

　
ま
た
、
国
内
最
初
と
い
わ
れ
る

年
齢
区
分
方
式
に
よ
る
「
幼
稚
園
」

と
「
保
育
所
」
の
連
携
に
つ
い
て

は
昭
和
63
年
よ
り
取
り
組
ん
で
お

り
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
幼
保
一

元
化
施
設
「
い
ず
み
こ
ど
も
園
」

を
開
設
し
て
い
る
。
同
じ
施
設
の

中
に
０
歳
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で

の
「
保
育
園
」
と
、
３
歳
児
か
ら�

�����

�
青梅市立総合病院�

�

月
定
例
会
提
出
案
件�

12

�

8
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５
歳
児
ま
で
の
「
幼
稚
園
」
を
併

設
す
る
年
齢
区
分
方
式
（
い
ず
み

方
式
）
を
と
っ
て
い
る
。
主
な
特

徴
と
し
て
は
、
０
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
の
一
貫
し
た
方
針
に
基
づ

き
乳
幼
児
育
成
を
行
い
、
小
学
校

に
つ
な
げ
る
と
い
う
こ
と
や
、
保

育
所
の
入
所
要
件
に
あ
る
「
保
育

に
欠
け
る
」
要
件
の
緩
和
等
が
上

げ
ら
れ
る
。�

�������������

東
京
都
西
東
京
市�

　
西
東
京
市
は
「
み
ん
な
で
支
え

る
地
域
福
祉
特
区
」
に
認
定
さ
れ
、

年
々
高
ま
る
高
齢
化
率
や
増
加
す

る
移
動
制
約
者
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
市
委
託
事
業
や
市
助
成
事
業

や
特
定
事
業
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
と
し
て
の
有

償
運
送
に
お
け
る
使
用
車
両
の
拡

大
事
業
）
を
実
施
し
て
い
る
。�

　
ま
た
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を

利
用
し
た
施
設
の
中
に
あ
る
障
害

者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
一
歩
」

で
は
、
障
害
者
の
一
般
就
労
の
促

進
を
図
る
と
と
も
に
障
害
者
が
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
に
お
い
て
就
労
面
と
生
活
面

の
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す
る
事

業
を
実
施
し
、
知
的
障
害
者
小
規

模
授
産
施
設
「
第
一
さ
く
ら
の
園
」

で
は
仕
事
が
大
変
多
く
、
納
期
に

追
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。�

東
京
都
町
田
市�

　
町
田
市
で
は
障
害
の
あ
る
方
が

一
般
の
事
業
所
等
で
安
心
し
て
長

く
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
身
近

な
地
域
に
お
い
て
就
労･

生
活
の

両
面
に
渡
っ
て
一
般
的
な
支
援
を

行
い
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
と
、

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
い

っ
そ
う
の
促
進
を
目
指
し
、
「
障

害
者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ら
い
む
」
を
平
成
16
年
９
月
か
ら

開
設
し
て
い
る
。�

　
開
設
に
先
立
ち
各
福
祉
作
業
所

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
働

き
た
い
と
い
う
障
害
者
が
１
０
０

名
を
超
え
る
こ
と
も
分
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
就

労
支
援
・
生
活
支
援
を
事
業
内
容

と
し
て
お
り
、
３
障
害
の
方
合
わ

せ
て
２
１
８
名
の
方
が
登
録
を
さ

れ
、
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
行

政
が
動
く
前
に
授
産
施
設
や
企
業
・

養
護
学
校
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
協

議
会
を
作
っ
て
支
援
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
平
成
18
年
３
月
か
ら
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
る
。�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会
★�

10
月
４
日
〜
６
日��

山
口
県
周
南
市�

　
「
（有）
鹿
野
フ
ァ
ー
ム
（
地
下
式

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
）
」
は
、

畜
産
業
か
ら
出
て
く
る
家
畜
糞
尿

を
発
酵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生

す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
、

電
気
や
熱
に
変
え
る
「
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
」
を
周
南
市
地
球
温

暖
化
防
止
街
づ
く
り
計
画
の
補
助

事
業
を
利
用
し
て
設
置
さ
れ
た
施

設
で
あ
る
。�

　
こ
の
バ
イ
オ
プ
ラ
ン
ト
に
よ
り

削
減
で
き
る
原
油
の
量
は
年
間
約

６
１
、
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
で
、
原

油
換
算
で
、
年
間
１
４
０
ト
ン
の

二
酸
化
炭
素
が
削
減
で
き
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
と
の
こ
と

で
あ
る
。�

��������������

岡
山
県
倉
敷
市�

　
「
滞
在
型
観
光
の
推
進
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
倉
敷
市
は
、
か
つ

て
観
光
客
が
「
何
も
し
な
く
て
も

や
っ
て
き
た
」
時
代
に
は
、
事
業

者
が
個
別
に
対
応
す
る
だ
け
で
済

ん
だ
が
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
地

域
間
競
争
の
激
化
の
中
で
は
市
民
、

各
種
団
体
、
行
政
が
、
互
い
の
立

場
を
理
解
し
、
協
力
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
力
説
さ

れ
た
。�

　
観
光
振
興
を
推
進
す
る
上
で
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
地
域
産

業
の
活
性
化
で
あ
る
。
観
光
資
源

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

製
造
業
の
集
積
や
先
端
技
術
に
着

目
し
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
と
な

る
素
材
と
組
み
合
わ
せ
た
「
産
業

観
光
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
新

し
い
観
光
商
品
の
開
発
を
進
め
、

「
滞
在
型
観
光
」
に
つ
な
が
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。�

岡
山
県
備
前
市�

　
備
前
市
は
平
成
17
年
度
に
環
境

省
の
「
平
成
の
ま
ほ
ろ
ば
」
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
モ
デ
ル
地
域
に
選

ば
れ
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
目
的
を
持
つ
「
備
前
ま
ほ
ろ
ば

協
議
会
」
を
設
立
し
た
。
そ
の
理

念
を
受
け
て
、
太
陽
熱
と
森
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
住
民
の
暮
ら
し
に
取

り
入
れ
、
で
き
る
限
り
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル

の
確
立
を
目
指
し
て
「
備
前
グ
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
」
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
の
会
社
は
環
境
省
の

交
付
金
と
、
備
前
市
内
外
の
市
民

か
ら
の
出
資
を
資
金
と
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

★
全
国
市
議
会
議
長
会
海
外
都
市

行
政
調
査
団
（
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
）
★�

期
　
　
間
　
９
月
27
日
〜
10
月
７
日�

参
加
議
員
　
山
森
文
夫
議
員�

�

★
第
13
回
富
山
県
日
韓
友
好
議
員

連
盟
訪
韓
団
★�

期
　
　
間
　
10
月
８
日
〜
11
日�

参
加
議
員
　
村
中
昭
二
議
員�

�

★
平
成
18
年
度
「
立
山
の
塔
」�

慰
霊
行
事
（
沖
縄
県
）
★�

期
　
　
間
　
11
月
14
日
〜
16
日�

参
加
議
員
　
堀
田
信
一
議
員�

9

�
障害者就労支援センター「一歩」�

鹿野ファームのリサイクル施設�

第
１
回
臨
時
会�

　
１
月
10
日
に
平
成
19
年
第
１
回

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案

が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。�

 

【
条
例
】�

・
砺
波
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
可
決
〉�

 

【
人
事
】�

・
砺
波
市
助
役
の
選
任
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
同
意
〉�

吉
田
　
俊
和
氏�

�

�



　新成人の門出を祝し、１月７日に砺波市文化会館において、平成19年砺
波市成人式が行なわれました。当日は、新成人該当者592人のうち491
人が参加。あでやかな晴れ着やスーツに身をつつんだ新成人のみなさん
は人生の節目となる式典に臨み、成人としての自覚と責任を新たにされ
ました。式では安念市長が式辞を、江守市議会議長が祝辞を述べられまし
た。また、新成人を代表して土木信也さん（庄下）に記念品が贈られ、水上
澄美さん（林）が新成人の主張を力強く発表し、高田洋臣さん（種田）が交
通安全宣言をしました。�
　成人式実行委員会主催で行われた集いの広場での○×クイズでは、“砺
波市は５つの市に囲まれている？”などの問題で盛り上がりました。（13ペー
ジに関連記事及び回答を掲載）�
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イベントレポート�イベントレポート�
EVENT REPORTEVENT REPORT12  / 20 1  / 19

　庄川町金屋地区の伝統行事、厄払い鯉の放流が1月7日に庄川水記念公園
で行われました。これは、１８１６年金屋神明宮の遷宮祭に、鯉を神饌として供
えた際に、長時間の神事終了後もまだ鯉が生きていたことから、この鯉の生
命力にあやかるとともに身の厄を託し、御神酒を飲ませて庄川に放流したの
が始まりと伝えられています。�
　この日は、庄川金屋地区の厄年にあたる男女７８名が金屋神明宮でおはら
いを受けた後、数え年２５歳の男性と数え年３３歳の女性が鯉５匹に御神酒を飲
ませ、無病息災を願って庄川に放流しました。�

夢と期待に目を輝かせ！ �
～砺波市成人式～�

コイの生命力にあやかり厄託す �
～厄払い鯉の放流～�
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EVENT REPORT イベントレポート�

　今年１年の無火災、無災害を祈念して砺波市消防出初式が1月６日に行われ、
消防職団員、少年消防クラブ員のみなさんなど約760人と消防車両２７台が
参加しました。出町神明宮での無火災祈願に続き、砺波駅前通りを団員らの
徒歩部隊と消防車両の両部隊が勇ましく分列行進。さらに、文化会館駐車場
では気迫あふれる一斉放水で防火への心意気を披露しました。その後、砺波
市文化会館において無火災功労表彰などの表彰式が行われました。�

　砺波市美術館では１月12日から、市民のみなさんが所蔵する作品を展示
する市民のコレクション展を開催しています。市内40名の方々の日本画、洋
画、彫刻、工芸、書、写真85点を展示。竹内栖鳳や狩野芳崖など著名な作家
の作品のほか、作家との出会いや思い出が込められたもの、作品に惚れ込み
収集に年月を費やしたものなどさまざまです。期間は２月４日まで（月曜休館）、
観覧は無料ですので、どうぞご覧ください。�

私の大切な宝物 ～市民のコレクション展～�

無火災・無災害を祈念　�
～砺波市消防出初式～�



題�
な�な�
話�題�話�

となみ�　広報　� １２�となみ�　広報　�2007.2

ちょっとした話題やいい話ありませんか？�
ご意見ご提案もお待ちしています。�

広報情報課広報情報係まで教えてください。�

Ｑ１～３の○に入る言葉または数字を今月号広報の中から見つけてください。�

Ｑ１．市県民税・所得税の申告は２月○○日から�
Ｑ２．チューリップフェア参加者募集は○○ページに掲載�
Ｑ３．国際○○のつどいinとなみは２月25日開催�

●正解者には、「図書カード1,000円分」を抽選で３名の方にプレゼント！�

●先月の答えはＡ１．散居村　Ａ２．10　Ａ３．20でした。�
　応募総数34通の中から、次の3名の方に「図書カード1,000円分」
　をお贈りします。��

　渕崎　繁さん（石丸）　森田　京子さん（鷹栖）　�
　長井　良子さん（千代）�

～おめでとうございます～�

広報となみを読んでチャレンジ！�

チャレンジ広報クイズ�チャレンジ広報クイズ�

応募方法�
はがき、封書、ファクス、Ｅメールにて、次の①～⑤を書いて応募してください。�
①Ｑ１～３の答え ②住所 ③氏名(ペンネーム可）④年齢⑤電話番号
広報へのご意見、イラストなどもお書き添えください。お待ちしています。�
（お送りいただいた氏名・住所等の個人情報は、広報となみのみに使用します）�
�

締切　2月15日（木）必着�
宛先　〒939-1398 砺波市栄町7-3 �
砺波市広報情報課「広報クイズ」係�
ファックス　0763-33-5325�
Eメール　koho@city.tonami.lg.jp�
（件名を「広報クイズ」としてください）�

TEL 33-1111内線 222･223 FAX 33-5325�
E-mail koho＠city.tonami.lg.jp

おめでとうございます�
太田はついさん（中野）満100歳 

おめでとうございます�
太田はついさん（中野）満100歳 

　１月14日に満100歳を迎えられた、
太田はついさん（明治40年生）のお祝いが入
所先のケアポート庄川で行われ、安念市長・江守
市議会議長らから記念品が贈呈されました。�
  太田さんは、農業をしながら自分のお子さ
ん以外にもたくさんの子供たちのお世話を
されました。また、信仰心が篤く、食事の前は
必ずお経を唱えていらっしゃいます。�
　太田さん、これからもお元気で！�

堀さん青年海外協力隊員としてフィリピンへ�

連合婦人会が車いすなどを寄贈�連合婦人会が車いすなどを寄贈�

　堀昌康さん（23歳・三島町）が、国際
協力機構（ＪＩＣＡ）の海外青年協力隊の
隊員としてフィリピンへ派遣されること
となり、12月22日に市役所を訪問し安
念市長から激励を受けました。堀さん
は昨年９月に北海道の帯広畜産大学を
卒業。現地では、２年間ヤギの育種改良
を指導されます。�

　12月22日に砺波
市連合婦人会のみな
さんが、車いす６台と
四点支持のつえ８本を
砺波善意銀行に寄贈
されました。これは、
冬のふれあい市での
遊休品販売の収益金の一部で購入されたもので、西出会長が目
録を贈りました。また、ワークハウスとなみ野などにも収益金の
一部を寄附されました。本当にありがとうございました！�

合格おめでとうございます！�

～越中富山ふるさとチャレンジ～�
合格おめでとうございます！�

～越中富山ふるさとチャレンジ～�
　関伸一さん（80歳・東保）から、先ごろ開催された “第１回越
中富山ふるさとチャレンジ”（富山を題材とした検定）に合格さ
れたとの連絡をいただきました。�
　合格されたみなさん、おめでとうございます！�

となみ野農協女性部が収益金を寄附�となみ野農協女性部が収益金を寄附�
　12月26日にとなみ
野農協女性部のみなさ
んが、農業まつりでユズ
うどんやぜんざい、もち
などを店頭販売した収
益金の一部を砺波善意

銀行に寄附されました。この日は、中西会長らが砺波市役所を訪
れ、同銀行頭取の安念市長に寄附金を手渡しました。本当にあり
がとうございました。�

堀さん青年海外協力隊員としてフィリピンへ�
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藤森助役、おつかれさまでした�藤森助役、おつかれさまでした�

砺波市の新助役に吉田俊和氏�砺波市の新助役に吉田俊和氏�
　１月10日に開会さ
れた砺波市議会臨時
会において、砺波市
助役に吉田俊和氏
（58歳）の選任が同
意され、同日、就任さ
れました。（略歴：旧
砺波市において企画
調整室長、砺波広域

圏事務組合事務局長、総務部長などを歴任、新
砺波市では企画総務部長）�

　１月10日から12日に開催された県中学校ス
キー選手権大会で優秀な成績を収めた選手が、
安念市長を訪問し受賞報告をしました。�
　訪問したのは、男子大回転と男子回転で優勝
し、２冠を達成した高島崇仁さん（般若中３年）、
女子回転６位・女子大回転７位入賞の橋本麻里
さん（庄川中２年）、男子大回転・回転で上位の
藤井幹洋さん（庄川中１年）です。�
　高島さんは、２月６日から長野県野沢温泉スキ
ー場で開催される全国大会に、橋本さん、藤井
さんは２月15日から開催される東海北陸中学
生スキー大会に出場されます。両大会での健闘
をお祈りします。�

成人ということ�
　私は、二十歳になって改めて今まで過ご
してきた時間を振り返ったとき、十代を締
めくくる19歳という一年で学んだことを「成
人」という節目を通し、これから心がけて
生きたいと感じました。�
　19歳になり、私は病気にかかってしまい、19歳という一年は今までの
生活の中で私にとって、とても辛いものとなってしまいました。しかし、そ
んな状況になって初めて実感を持って感じられたことがありました。それ
は、「自分が思っている以上に自分は周りの大人たちによって『守られて
いる』『支えられている』」ということです。�
　私が辛く悩んでいるとき、まず第一に両親がそばで見守り、支えてくれ
ました。私たちはこのことを当たり前のように感じてしまいがちですが、
両親がどれだけ自分のことを犠牲にしてまで私たち子どものことを守っ
てくれていて私たちがどれだけ守られているかということを肌で感じまし
た。これは、自分の思っている以上にありがたいことであるとともに私た
ちの生活において大きな部分を成り立たせてくれていると実感しました。
そして、第二に私の場合、親戚の人々でした。悩みなどを自分の子どもの
ことのように、また自分のことのように共に考えてくださいました。私は今
までこんなにまで深く自分のことを考えていてくれているとは正直考え
てもいませんでした。そして自分はこれほどまで親身になって他人のこと
を考えられる人間となれるのだろうか、なって来れたのだろうかと考えさ
せられました。そしてさらに周囲の大人の方々です。私のことを気遣い、
声をかけてくださったり励ましてくださいました。自分という存在がどれ
だけ周囲の人たちの中で成り立っているのか、その支えがどれだけ大切
なものなのかに気づかされました。�
　「成人」というのは、「人と成る」こと、「人として完成していく」ことであ
ると私は考えています。そして、私は、この19歳での体験、実感を通し、成
人、大人としての第一歩として自らのことだけでなく周囲の人々を「守り」
「支え」ていく、社会の構成員とならなければいけないと感じました。今ま
では学生として自分を磨くということが主であったと思います。しかし、成
人という節目を越えるにあたって、より人として成っていくために「自分が
守られ支えられていること」に感謝しながら、反対に「他人を守り支えてい
く」立場というものになっていくとともにそのような立場を身につけてい
きたいと感じています。周囲との関係＝社会の中で本当の意味での「成人」
を目指していきたいです。�

『二十歳の抱負』大人としての自覚を持ち、
責任ある行動を心がけ、切磋琢磨し日々の生
活を送って行きたいと思います。�

『二十歳の抱負』２０歳…「大人」だけど本当の
大人にはなれていないと思う。成人式が大人
になるスタートだと思うので、今までは両親の
力を借りてきたけど、これからは自分自身に責
任を持ち、行動していきたいと思う。�

＊10ページの答え：○（富山市・高岡市・小矢部市・南砺市・射水市）�

県中学校スキー大会で受賞�県中学校スキー大会で受賞�

新成人の主張を発表された�
水上  澄美さん（林地区）�

市からの記念品を受け取られた�
土木  信也さん（庄下地区）�

交通安全宣言をされた�
高田  洋臣さん（種田地区）�

　平成16年11月の新砺波市発足から２年あま
り助役を務められた藤森栄次氏が、12月31日
をもって退任されました。12月28日には、市
役所において退任式が行われ、安念市長は自
治功労の表彰状を贈り、旧庄川町・新砺波市で
の功績をたたえ、感謝の言葉を述べられました。
藤森氏は、「合併の選択は間違っていなかった。
新市総合計画に
沿って、さらに良
い砺波市をつく
ってください。」
と挨拶されました。
藤森氏は花束を
手に、職員の拍
手に送られ市役
所を後にされま
した。�

高島さん　 藤井さん　 橋本さん�
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　市では、平成18年10月から12月の間に次の公共事業を発注しましたので、落札状況とあわせてお知らせします。�

なお、工事の際には市民のみなさんにご不便をおかけすることもあるかと思いますが、ご協力をよろしくお願いします。�

 （単位：千円）�

 （単位：千円）�

 （単位：千円）�

田園空間整備事業　道路照明灯設置工事�

田園空間整備事業　植栽工事（その２）�

田園空間整備事業　監視カメラ設置工事�

市道十年明鷹栖線老朽管布設替え工事�

市道十年明鷹栖線道路整備工事（その４）�

砺波市特定環境保全公共下水道　太田地区枝線管渠工事（その22）�

岩黒配水池　非常用発電機設置工事�

市道919号（庄6号線）路肩補修工事�

市道青島７号線消雪設備リフレッシュ工事�

鉛給水管布設替工事（その１）�

鉛給水管布設替工事（その２）�

北部地区総合福祉施設建設事業　通路アーケード工事�

基盤整備促進（農道環境整備）事業　　神島地区農道改良舗装工事�

市道十年明鷹栖線枝線管渠移設工事（その２）�

庄川特産館・ウッドプラザ改修工事�

まちづくり交付金事業　チューリップ四季彩館映像室新設工事�

砺波市斎場地下水排除工事�

県道砺波福光線上水道管布設工事�

都市計画道路杉木花園町線上水道管布設工事�

砺波市特定環境保全公共下水道　太郎丸地区舗装本復旧工事（その８）�

都市計画道路杉木花園町線　築造工事（その２）�

都市計画道路杉木花園町線　築造工事（その３）�

市道峰中尾線災害復旧工事�

 計23件�

大　門�

太郎丸�

太郎丸�

十年明�

十年明･小杉�

太　田�

指定箇所�

庄川町庄�

庄川町青島�

一　円�

東般若、般若、栴檀野、栴檀山�

林�

神　島�

十年明�

庄川町金屋�

中　村�

徳　万�

苗　加�

中央町�

太郎丸�

中央町�

中央町�

峰�

10/13～10/27�

10/ 6～10/27�

10/ 6～10/27�

10/11～ 3/23�

10/11～ 3/23�

10/30～ 3/30�

10/31～ 3/23�

10/27～ 3/23�

10/27～12/20�

11/ 2～ 3/23�

11/ 1～ 3/23�

10/27～ 3/20�

10/30～ 3/20�

10/27～ 3/23�

11/ 9～ 3/ 9�

11/28～ 3/23�

11/28～ 3/20�

12/11～ 3/16�

12/11～ 3/16�

12/ 8～ 3/23�

12/11～ 3/23�

12/11～ 3/23�

12/22～ 3/28

7,176�

4,467�

2,717�

6,350�

9,840�

32,208�

8,785�

4,761�

2,470�

7,178�

8,005�

4,821�

11,241�

2,575�

7,879�

15,892�

5,343�

5,567�

6,285�

2,819�

6,721�

12,383�

3,366�

178,849

6,825�

4,305�

1,995�

6,195�

9,555�

28,875�

8,190�

4,672�

2,362�

7,035�

7,822�

4,777�

11,025�

2,257�

7,717�

14,700�

5,145�

5,355�

5,869�

2,625�

6,615�

12,075�

3,255�

169,246

南部電気商会�

㈲飯田造園�

㈱開進堂　砺波営業所�

太田配管㈱�

たち建設㈱�

根尾建設㈱�

㈱柿本商会　富山支店�

㈱川上建設�

㈱ミヤシゲテクノ�

㈱竹部�

大谷工業㈱�

サンエー建工・やぶた建工ＪＶ�

東洋道路興業㈱　砺波支店�

藤井工務店�

水上工業㈱�

砺波工業㈱�

㈱アーキジオ�

㈲川原工業所�

フジイ設備㈱�

ユーシン建設㈱�

市堰建工㈱�

鍋田工業㈱�

㈱前田組�

市内遺跡詳細分布調査　字界・字名記載現況図作成業務委託�

地方道路整備臨時交付金事業　市道上中野４号線物件調査業務委託�

市道太田柳瀬線用地測量業務委託�

庄川中学校体育館耐震診断等業務委託�

（仮称）出町子供歌舞伎曳山会館建設基本設計業務委託�

 計５件�

坪　内�

上中野�

太　田�

庄川町青島�

中央町�

10/ 6～ 3/26�

10/ 6～ 1/31�

10/27～12/ 8�

11/ 9～ 3/12�

12/ 8～ 3/28

1,506�

3,424�

638�

2,252�

6,078�

13,898

1,417�

3,307�

577�

1,659�

5,649�

12,609

㈱上智�

㈱上智�

㈱上智�

㈱鈴木一級建築士事務所�

㈱森俊偉プラスアルコ建築・計画事務所�

リフト付きマイクロバス�

新砺波市グリーンプランの印刷�

北部地区総合福祉施設建設事業　デイサービス 電動ギャッジベッド�

北部地区総合福祉施設建設事業　デイサービス リフト付ワンボックス車�

北部地区総合福祉施設建設事業　デイサービス リフト付マイクロバス�

 計５件�

砺波市役所�

指定場所�

北部デイサービスセンター�

北部デイサービスセンター�

北部デイサービスセンター�

10/ 6～12/28�

11/27～ 2/28�

12/22～ 3/30�

12/22～ 3/30�

12/22～ 3/30

非公表�

非公表�

非公表�

非公表�

非公表�

7,700�

904�

2,752�

4,250�

8,950�

24,556

富山日産自動車㈱　砺波支店�

㈱チューエツ�

㈱スリーティ運輸�

山本モータース�

石黒自動車工業㈱　砺波営業所�

工　　　　事　　　　名� 箇　所� 工　　期� 契約業者名�契約金額�予定価格�

委　託　業　務　名� 箇　所� 工　　期� 契約業者名�契約金額�予定価格�

公共事業発注状況については、砺波市ホームページでも公表しています。 �

砺波市ホームページ　http://www.city.tonami.toyama.jp/

物　　　　品　　　　名� 納入場所� 納　　期� 契約業者名�契約金額�予定価格�

 



砺波の春を彩る「となみチューリッ
プフェア」。�
全国から訪れる30万人の観光
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砺波の春を彩る「となみチューリッ
プフェア」。�
全国から訪れる30万人の観光
客の皆様を、450品種、100万
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2007となみチューリップフェア�2007となみチューリップフェア�2007となみチューリップフェア�2007となみチューリップフェア�

参加者募集!

3 広報　�となみ�１５�広報　�となみ�2007.2

プリンセス(プリンス)�
チューリップ募集�
プリンセス(プリンス)�
チューリップ募集�
　「花の親善大使」として当
市の観光ＰＲキャンペーンな
どで活躍していただく、プリ
ンセス（プリンス）チューリッ
プを募集します。�

応募資格●�
�

応募方法●�
�
�

応募締切●�

審　査　日●�
�

入選者賞●�

�

推薦者賞●�

県内在住の18歳以上で明るくさわやかにＰＲ活動できる
方（高校生、現在他のミス等で活動中の方は除きます）�

申込書（チューリップ四季彩館、フラワーランド
となみにあります。）に必要事項を記入し、全身
写真を同封して応募してください。�

3月10日（土）�

第1次審査・・・3月18日（日）面接選考�
本　選・・・・・・3月24日（土）�

プリンセスチューリップ等4名・・・賞金15万円など�

本選出場者全員に賞金1万円【プリンセスチューリップ等4名以外】�

素敵な方がいらしたら推薦してください！見事プ
リンセスに選ばれると推薦者にも賞金１万円�

応募要件●健康で花や緑に関心のある方のご協力をお願いします。�
募集期限●3月15日（木）�

フェアボランティア募集�

種　　　別�

グリーンボランティア

クリーンボランティア

観 光 ボ ラ ン テ ィ ア �

運 営 ボ ラ ン テ ィ ア �

内　　容�

花壇の管理など�

会場内の清掃など�

会場及び市内の観光案内など�

調査、改札、催事の補助など�

　チュ－リップフェア期間
中に、各種団体や個人、子
供から高齢者の方まで広く
市民の方に参加していただ
き、フェアを盛り上げてい
ただきたいと考えています。
みなさんの参加をお待ちし
ています。�

催　　事�

芸能発表�
(4/20～5/6)�

デコレーションパネルコンテスト�
(4/20～4/22)�

タピ・ドゥ・フルーとなみ�
(4/29，30)

内　　容�

公園の屋外ステージを開放します
（郷土芸能など）�

チューリップの花首を使った
アートコンテスト�

チュ－リップの花びらで描く
地上絵のコンテスト�

フェア催事参加者募集�

フェアアルバイト募集�
業務内容●�

従事期間●�
 �
 �

給　　与●�
  �

募集期限●�

物産店販売員、駐車場整理、入場券販売及び改札など�

4月20日(金)～5月6日(日)�
午前8時～午後5時30分�
＊日程は相談に応じます。（日祝日のみも可）

日給…[駐車場]7,800円[その他]7,300円�
（いずれも税込）食事付き（交通費はありません

）定員になり次第、締め切らせていただきます�
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問合せ・�
申込み　�

（財）砺波市花と緑の財団�
（チュ－リップ四季彩館内）　33-7716 問合せ・申込み　フラワーランドとなみ　　32-9911
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となみ�　広報　�2007.2 １６�

問合せ　　控除証明書専用ダイヤル　０５７０-００-９９１１（３月１６日まで、平日　午前９時～午後５時）�

問合せ　　富山社会保険事務局砺波事務所　　３３-１１６５�
　　　　　市民課国保年金係　　　　　　　内線１３７　　　�
　　　　　庄川支所市民福祉課　　　　　　　８２-１９０２�
�

国民年金からのお知らせ�国民年金からのお知らせ�国民年金からのお知らせ�国民年金からのお知らせ�
�

１．国民年金保険料は全額「社会保険料控除」の対象になります。�
�
　今年も確定申告の時期になりました。国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象となりますが、確定申
告で控除対象とするには、保険料を支払ったことを証明する書類（控除証明書または領収証書）の添付が必要です。�
　なお、社会保険庁からの控除証明書の送付時期は次のとおりです。�
　①平成18年１月１日～10月２日までに国民年金保険料を納めた方 …平成18年11月送付済�
　②平成18年10月３日～12月31日までにこの年初めて国民年金保険料を納めた方�
 …平成19年２月上旬送付�
�
　　�

２．納め忘れの国民年金保険料はありませんか？�
�
　国民年金の保険料は、20歳から60歳までの40年間納めます。国民年金保険料の納め忘れがあると、老後に
受け取る「老齢基礎年金」が減額されたり、長期間の納め忘れがあると受給できない場合もあります。�
　また、国民年金加入中に、病気やケガで障害が残った時の「障害基礎年金」や夫が亡くなった時（18歳に達
する年度末までの子または20歳未満の障害のある子がいる場合）の「遺族基礎年金」が受けられない場合があ
ります。�
　このようなことにならないためにも、保険料は毎月必ず納めましょう。�
　☆保険料の納付は、「口座振替」が便利でお得です。�
　☆経済的な理由で保険料を納めることが困難な場合は、保険料の納付が免除または猶予される制度があります。�
�
�

くらしの情報�

砺波市役所  tel 33－1111・fax 33－5325・ホームページ http://www.city.tonami.toyama.jp/ 
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１
日
ミ
ニ
ド
ッ
ク
健
診
の
ご
案
内�

　
市
民
課  

　
内
線
１
３
６
〜
１
３
９�

　
病
気
の
早
期
発
見
と
治
療
を
目
的
に
日

帰
り
で
で
き
る
総
合
健
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
健
康
管
理
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

健
診
日
　
毎
週
月
〜
金
曜
日�

      

午
前
８
時
30
分
〜(

約
半
日
程
度)�

実
施
場
所
・
健
診
内
容
に
つ
い
て
の
お
問

合
せ
先
　
砺
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー
３
階
　

健
診
セ
ン
タ
ー(

砺
波
総
合
病
院
内)�

　�
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３
３
２
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内
線
３
３
０
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申
込
先  

市
民
課
国
保
年
金
係�

　
　
　
　
　�
33-

１
１
１
１�

　
　
　
　(

内
線
１
３
６
〜
１
３
９)�

対
象
者
　
市
内
在
住
で
勤
務
先
等
で�

　
　
　
　
受
診
す
る
機
会
の
な
い
方�

各
日
定
員
　
５
名
程
度�

申
込
締
切
日  

３
月
１
日
〜
31
日
分
の
受

診
希
望
は
２
月
19
日（
月
）ま
で
。�

検
査
費
用
　
８
、０
０
０
円�

検
査
内
容
　
身
体
計
測
、
眼
科
・
聴
力
、

呼
吸
器
、
循
環
器
、
消
化
器
、
大
腸
、
肝

機
能
、
脂
質
検
査
、
尿
・
腎
臓
機
能
検
査
、

血
液
一
般
検
査
、
血
糖
検
査�

※
そ
の
他
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査�

が
あ
り
ま
す
。�

���

生
ま
れ
月
健
康
相
談
の
ご
案
内�

　
市
民
課  

　
内
線
１
３
９
　�

 

砺
波
市
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
生
ま
れ
月
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
師
や
保
健
師
に
、
健
康
に
つ
い
て
日
頃

感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
気
に
な
る
こ
と
な

ど
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
こ
の
機
会
を

ぜ
ひ
ご
利
用
い

た
だ
き
、
ご
自

身
の
健
康
管
理

に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。�

開
催
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー（
27
頁
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

参
加
費
・
各
施
設
利
用
料
　
無
料�

内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

・
医
師
の
診
察�

　
担
当
医
師
　
小
林
　
長
　
先
生�

　
　
　
　
　
　
荒
川
　
龍
夫
先
生�

・
保
健
師
の
健
康
相
談�

・
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス�

・
健
康
体
操�

・
心
の
健
康
講
話
（
寺
院
住
職
に
よ
る
）�

　
麦
秋
苑
・
苗
加
苑
・
庄
東
セ
ン
タ
ー
は

お
風
呂
を
、
庄
川
健
康
プ
ラ
ザ
で
は
午
後

よ
り
温
水
プ
ー
ル
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
を
お
願
い
し

ま
す
。�

　
事
前
に
は
が
き
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す

が
、
生
ま
れ
月
に
受
診
で
き
な
く
て
も
、

開
催
日
・
場
所
と
も
自
由
に
変
更
で
き
ま

す
。
ご
夫
婦
や
お
友
達
と
ご
一
緒
に
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

く
ら
し
・
行
政�

く
ら
し
・
行
政�
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フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー�

を
ご
存
知
で
す
か�

　
高
齢
児
童
課 

　
内
線
１
５
１
　�

　
仕
事
や
家
庭
の
都
合
で
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
援
助

を
行
い
た
い
人
（
協
力
会
員
）
が
会
員
に

な
り
、
相
互
に
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。
　�

　
市
が
依
頼
会
員
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て

援
助
会
員
に
繋
げ
る
仲
介
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。�

依
頼
会
員
　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
で
、

小
学
校
６
年
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
人�

協
力
会
員
　
市
内
在
住
の
心
身
と
も
に
健

康
康
な
人
（
特
に
資
格
は
要
り
ま
せ
ん
が
、

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
）�

両
方
会
員
　
依
頼
・
協
力
両
方
の
会
員
に

登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

申
込
み
・
問
合
せ
　�

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�
33-

7
5
1
5�

庄
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�
82-

6
4
7
0�

�

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座�

日
時
　
２
月
24
（
土
）・
25
日
（
日
）�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
全
12
時
間
）�

再
受
講
や
一
部
受
講
（
次
回
以
降
に
残
り

を
受
講
可
）
も
歓
迎
し
ま
す
。�

場
所
　
市
役
所
　
大
ホ
ー
ル
ほ
か
　�

内
容
　
子
ど
も
の
遊
び
・
健
康
・
救
急
法
等�

受
付
締
切
　
２
月
22
日
（
木
）�

申
込
み
・
問
合
せ
　
高
齢
児
童
課
児
童
係�

自
動
車
の
検
査
・
登
録
は
お
早
め
に�

　
北
陸
信
越
運
輸
局
富
山
運
輸
支
局�

　
　
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
４
４
　�

　
毎
年
、
３
月
は
自
動
車
の
検
査
・
登
録

申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
車
検
は
２
月
中
に
（
１
ヶ
月
前
か
ら

受
検
で
き
ま
す
）
、
廃
車
・
名
義
変
更
は

３
月
中
旬
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。�

��

　
　
　
　
　�

��

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
ま
す�

　
高
齢
児
童
課
　
　
内
線
１
６
３�

　
砺
波
市
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤

務
し
て
い
た
だ
く
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
募

集
し
ま
す
。�

採
用
人
員
　
１
名�

雇
用
期
間
　
平
成
19
年
４
月
１
日
よ
り
１

カ
年
の
嘱
託
（
更
新
あ
り)�

応
募
資
格
　
25
歳
〜
45
歳
ま
で
（
昭
和
36

年
４
月
２
日
生
〜
昭
和
57
年
４
月
１
日
生)

で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
２
級
以
上
を
有

す
る
方
。�

業
務
内
容
　
訪
問
介
護
等
業
務�

受
付
期
間
　
２
月
１
日(

木)

〜
20
日(

火)�

面
接
日
　
３
月
上
旬�

申
込
み
・
問
合
せ
　
高
齢
児
童
課
介
護
サ

ー
ビ
ス
係�

問合せ　税務課市民税係　　内線１１１～１１３�

�

�

　平成19年度からスタートする新砺波市総合計画で
は「魅力ある産業が発展するまちづくり」が基本方針
の一つとして掲げられています。�
　市内には製品開発力や技術力の高い製造業が見られ
るほか、全国的に知名度がある企業が立地しており、
このようなすばらしい企業を紹介するために、平成
18年９月から砺波市ホームページ上で砺波市企業ガ
イドをスタートさせました。�
　現在の企業ガイドは、製造業を中心に掲載していま
すが、今回のリニューアルでは様々な業種の企業も掲
載するようにいたしましたので、掲載を希望される企
業の方はどうぞご利用ください。�
　今後とも、市内企業間の情報交流の促進と企業にお
ける新しい人材確保に向けての情報提供を推進してい
きます。�
�
�
  砺波市企業ガイドアドレス�
http://www.city.tonami.toyama.jp/kigyo/�
�
申込み・問合せ�
商工観光課　   　３３-１１１１（内線４０３）�
ＦＡＸ ３３-６８５４　E-mail  shoko@city.tonami.lg.jp

  軽自動車税は、毎年４月１日現在の車の所有者また
は使用者を対象として、車の所在市町村で課税されま
す。バイク、農耕作業用車輌、軽四輪自動車について
廃車・譲渡・住所変更などをした場合は、車種ごとに
次の受付場所で速やかに手続きをしてください。�

※口座振替の利用について�
　市税の納付は、口座振替を利用いただくと便利です。金
融機関の窓口に「市税等口座振替依頼書」を備え付けてお
りますので、通帳及び通帳届出印をお持ちの上、お申し込
みください。�

　　軽自動車を�
　　　お持ちのみなさまへ�砺波市企業ガイドが2月1日からリニューアルします�

車　種�
�

125CC以下
のバイク�
農耕作業用�
車両�
�

125CCを超
えるバイク�

�
軽四輪�
自動車�

受付場所�
�

市役所市民課�
�

庄川支所管理課��
�

北陸信越運輸局�
富山運輸支局�

�
富山県軽自動車

協会�

電話番号�
�

３３-１１１１(代)�
�

８２-１９０１��
�

０５０-５５４０-２０４４�
�
�

０７６-４２４-６４２０�
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Thu木� Fri金� Sat土�土� Sun日�日�
月�

�

　　　　　�
�

●井波高等学校生活文化科�
　（旧家政科）閉科記念行事�

　（午後１時30分～・作品展示は19日�
   まで・井波総合文化センター）�
　問合せ　井波高等学校　82－0771

●税理士無料相談 →２頁�
　（税理士記念日）�

●スノーフェスティバル�
 →36頁（午前10時～�

　　　　　夢の平スキー場）� ●第３回市民体育大会�
　冬季スキー競技会�
　→36頁（午前９時～　�
　　　　　夢の平スキー場）�

●砺波散村地域研究所例会�
　→20頁（午後１時30分～�
　となみ散居村ミュージアム）�
●親子映画会　→35頁�
　（午前10時30分～午後３時�
　砺波図書館）�

●国際交流のつどい�
　inとなみ�
　→36頁（午前10時～　�
　となみ散居村ミュージアム）�

　�

●市内各保育所にて�
個別相談を実施�

（午後１時30分～３時30分）�
�

●確定申告・市県民税�
　申告期間 →２頁�
  （２月16日～３月15日）�

●すくすくひろば�
　（油田保育所）�

●春を呼ぶ�
　チューリップ展�
　→34頁（～18日）�

�

�

建国記念の日�

●２月「北方領土」�
　全国強調月間�
四島（しま）還れ！�
日本の声です　叫びです�

�

交通事故の無料相談�
相談日　月～金（祝日を除く）�
弁護士相談日　毎月第２・第４木�

問合せ　富山自動車保険請求相談センター�
 　076－432－2294

広報編集室から�

●砺波市地域�
　住宅相談所�
　無料住宅相談�

福祉総合相談センター�

一人で悩んでいないで�
まずお電話を！�

（日程表は33頁）�

（午後１時30分～４時30分�
JR砺波駅コミュニティプラザ）�

１８�となみ�　広報　�2007.2

2月のご案内�TEL／FAX 33-3890

出町児童センター�

  1日（木）　午前10時～　幼児クラブ��

  8日（木）　午前10時～　幼児クラブ��

10日（土）　スキー教室　夢の平スキー場　��

　　　　　定員40名（要申込）参加費200円��

15日（木）　午前10時～　幼児クラブ��

17日（土）　午後1時30分～�

　　　　　手作りクラブ（造形）�

　　　　　おひなさま作り　定員15名　無料��

22日（木）　午前10時～　幼児クラブ��

　　　　　午前11時～　子育てサロン�

2月のご案内�午前9時30分～11時�

あ そ び の 広 場�

2月のご案内�

開館時間　午後1時～5時�

10日（土）　午後1時30分～�
　　　　　雪あそび��
17日（土）　午後1時30分～�
　　　　　おひなさま作り（無料）��
3月3日（土）　午後1時30分～�
　　　和菓子作り（材料費50円）�

東山見・青島・�
雄神・種田児童館�

東山見：月～土曜日�
　　　　　82-4099�
青　島：月～土曜日�
　　　　　82-6470�
雄　神：土曜日�
　　　　　82-7350�
種　田：土曜日�
　　　　　82-5430

お子さんが、元気で心豊かにたくましく育つために、子育てを支援します。�
幼稚園の遊びや行事に参加しませんか。お兄ちゃん・お姉ちゃんが待っています。�

出町幼稚園 8日(木) リズムであそぼう�
　32-2679��
東野尻幼稚園 7日(水) 楽しいお話�
　32-2712 21日(水) おひなさまを作ろう��
五鹿屋幼稚園 8日(木) 一緒に遊ぼう(登ったり降りたり)�
　32-3530 22日(木) お話を聞きましょう(おはなしひろば)��
中野幼稚園 7日(水) 好きな遊びをしよう��
　32-2516  (お店屋さんごっこやリズム遊び)��
高波幼稚園 2日(金) 節分の集い　　　　　　��
　32-2571 14日(水) 誕生日おめでとう！�　　　��
 21日(水) おはなしタイム��
 28日(水) 牛乳パックで作ろう！���
般若幼稚園 6日(火) おたのしみ会(何がはじまるかな？)���
　37-1062  ��
栴檀野幼稚園 1日(木) 楽しい雪遊び��
　37-0016 15日(木) 半日入園��
 22日(木) おひなさまを作りましょう�

�

月曜日　　  午後２時～５時３０分　�
火～土曜日  午前９時３０分～午後５時３０分�
�

22

2

23

22

2

9�
�

1614

24

33

17

10

3

15

2/1

22

8

3/1

44

25

4

11

1818

●固定資産税（第4期）　　　　2月28日（水）��
●国民健康保険税（第8期）　　2月28日（水）��
　問合せ　税務課納税係　　　　33－1111（内線119）��

●上下水道料金（１月検針分）　2月26日（月）�
　問合せ　上水道課業務係　　　33－1111（内線183）�

お知らせ�

今月の�
納期限�


